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ノの演説』 H7.6.1 （木）－6.8 （日）（8） 821 （不明） 103 （不明） 53 （不明）
宇野文庫展 H8.9.19 （木）－10.11 （金）（15） 229 （50） 15 （3） －
幕末・明治の生活と教育 H8.10.23 （水）－11.10 （日）（19） 1,142 （140） 69 （4） 41 （14）
明治のいぶき H9.8.4 （月）－8.9 （土）（6） 3,822 － －
近代教育学の源流 H10.9.7 （月）－10.16 （金）（32） 344 （139） 10 （4） 5 （1）
身体と遊戯へのまなざし H11.12.6 （月）－12.17 （金）（11） 610 （22） 59 （2） 20 （4）
日本美術の名品 H12.5.22 （月）－6.9 （金）（19） 4,333 （1,648） 235 （73） 201 （138）
日本古代の学問と萬葉集 H13.10.22 （月）－11.2 （12） 880 （268） 70 （11） 90 （79）
「学問の神」をささえた人び
と H14.12.2 （月）－12.18 （水）（17） 872 （166） 58 （9） 29 （13）
「筑波大学開学30周年（創基
131年）記念 H15.9.29 （月）－10.10 （金）（12） 1,243 （177） 108 （13） 80 （25）
オリエントの歴史と文化 H16.10.25 （月）－11.5 （金）（12） 1,256 （132） 117 （19） 66 （18）
江戸前期の湯島聖堂 H17.10.8 （土）－10.30 （日）（21） 1,780 （815） 73 （20） 107 （76）
中国三大奇書の成立と受容 H18.10.2 （月）－10.27 （金）（22） 1,800 （904） 75 （36） 125 （72）
古地図の世界 H19.10.1 （月）－10.26 （金）（22） 1,708 （345） 69 （6） 132 （80）
4．今後の課題
　本プロジェクトでは企画展というスタイルによって様々な試みを行ってきたが、これまでのところ、おお
むね狙いどおりの成果をあげたといえる。こうした経験を今後の展示会に生かしていくことは非常に重要で
あるが、さらにプロジェクトとして検討する必要がある課題も多い。今後も「企画展の実施」を通じて、大
学図書館の特性を踏まえた展示会に関わる諸問題（資料の保存・公開・活用の関係、展示会の評価、研究の
サイクルの中での図書館の機能、資料保存と資料展示の実際等）の検討を継続して行いたい。
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9 たとえば，特別展の企画・展示準備という形で，図書館が幅広いさまざまな分野の研究者同士に新たな交流の場を提供し，
集中的に調査・研究を行った結果，新たな発見・成果を得ることができれば，図書館展示を「資料の公開→調査・研究→発見・
成果→次の研究へ」という資料を活用した研究のサイクルの中に位置づけることもできよう．本学の事例では，平成12年度
の特別展の準備・調査の過程で，狩野探幽・尚信・田村直翁の新出屏風絵の「発掘」というきわめて大きな発見があったの
で，この年の特別展は当初の企画を変更してこの成果を取り込み「筑波大学附属図書館所蔵　日本美術の名品～石山寺一切
経，狩野探幽・尚信の新出屏風絵と歴聖大儒像～」として開催された．
10 “筑波大学附属図書館平成18年度企画展　中国三大奇書の成立と受容”．筑波大学附属図書館．（オンライン），
 入手先〈https://www.tulips.tsukuba.ac.jp/exhibition/sandaikisho/〉，（参照2008-6-13）．
11 たとえばBlogにも次のようなコメントが寄せられた．
 ・「それにしても大学図書館にマンガが展示されているのは，衝撃でした．一見の価値ありです」
 ・「私のような知識のない初心者でも分かりやすい展示内容と説明で，無理なく見て回ることができました」
12 “古地図の世界－平成19年度筑波大学附属図書館企画展”．筑波大学附属図書館．（オンライン），入手先〈https://www.tulips.
tsukuba.ac.jp/exhibition/kochizu/〉，（参照2008-6-13）．
13 企画展開始後の早い時期にNHKの取材を受け，本企画展についてテレビ・ラジオの関東ローカルのニュースで放送されたが，
この放送も学外者の来訪に大きく影響していると考えられる．
